
12

○ し ん ご う 保 育 園250

ぼ く と わ た し の 絵

マ
マ
と
パ
パ
と
お
も
ち
ゃ
や
さ
ん
に

行
っ
た
よ
。
大
好
き
な
ト
ミ
カ
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
よ
。
緑
の
ト
ミ
カ

か
っ
こ
よ
か
っ
た
な
ぁ
。
と
っ
て
も

楽
し
か
っ
た
。

田
沢
　
翼
輝
く
ん
（
う
め
組
）

お
父
さ
ん
と
お
買
物
に
行
っ
た
よ
。

か
わ
い
い
リ
ボ
ン
を
つ
け
て
バ
ッ
ク

を
持
っ
て
行
っ
た
よ
。
い
っ
ぱ
い
お
も

ち
ゃ
が
売
っ
て
い
て
楽
し
か
っ
た
。

佐
藤
　
愛
珠
さ
ん
（
う
め
組
）

つ
ば
き

た
ざ
わ

み
え

さ
と
う

10月26日　新郷村総合防災訓練
新郷中学校前で水消火器を使い、消火体験を
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２
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新
郷
村
全
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曜
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木
曜
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祭
日
も
収
集
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広
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は
地
産
地
消
・
輸
送
マ
イ
レ
ー
ジ
に
配
慮
し
た
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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づ
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あ
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統
計
で
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　新郷村の条例により、平成26年度上半期
の財政状況（平成26年４月から平成26年９月
まで）の概要をお知らせします。  

人　口　　　2,769 人
世帯数　　　　944世帯
平成 2 6年 9月 3 0日現在

災害復旧費・
労働費・予備費（ ）

一 般 会 計
歳　入

歳入予算額　2,936,290
収 入 済 額　1,536,315
収入執行率　　　52.3％

1,180,864
1,560,000

歳　出

歳出予算額　2,936,290
支 出 済 額　1,003,570
支出執行率　　　34.2％

予算額

執行額

そ の 他

公 債 費

教 育 費

消 防 費

土 木 費

商 工 費

農林水産業費

衛 生 費

民 生 費

総 務 費

議 会 費

予算額

執行額

そ　の　他

村　　　債

諸　収　入

県 支 出 金

国庫支出金

地方交付税

村　　　税

0 100,000 200,000 300,000 400,000 600,000 700,000500,000

30,360
57,070

216,711
599,496

155,808
546,523

21,226
78,567

114,600
401,806

106,701
176,129

33,406
312,806

38,115
103,208

80,534
271,700

192,555
359,956

29,029
13,554

（単位：千円）
（平成26年９月30日現在）

150,148

平成26年度　予算執行状況平成26年度　予算執行状況平成26年度　予算執行状況

執行額

予算額

執行額

予算額

（平成26年9月30日現在）（平成26年9月30日現在）（平成26年9月30日現在）

特別会計歳入歳出予算の状況

千円 千円 ％ 千円 ％

地 方 債 の 現 在 高

金 額 構成比

421,584 150,598 35.7 44.7

20,765 17.5 41.7

8,425 17.8 32.1

2,776 1.5 26.9

679 2.3 23.4

158,386 38.4 41.1

16,999 23.7 17.8

5,639 11.6 2.9

118,579

47,242

180,488

29,228

412,676

71,847

48,526

一 般 会 計
（デイサービス施設分含む）

簡 易 水 道
特 別 会 計

特定環境保全
公共下水道
特 別 会 計

農業集落排水
特 別 会 計

予 算 額 収入済額 執 行 率 支出済額 執 行 率

千円 ％ ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比

100.07,300 100.01,001,816100.0127,949 100.0227,941

100.07,300 50.2503,226

15.3152,677

34.5345,913

100.0127,949 54.3123,714

45.7104,227

（平成26年９月末現在）

（平成26年９月末現在）

特 別 会 計 名

国 民 健 康 保 険

国 民 健 康 保 険 診 療 所

簡 易 水 道

特定環境保全公共下水道

農 業 集 落 排 水 事 業

介 護 保 険

5,944

188,623

49,416

15,186

48,560

6,844

169,459

12,771

1,423

7,59016.9 21.635,110後 期 高 齢 者 医 療

戸 来 財 産 区

西 越 財 産 区

金額・構成比

合　　　計

青 森 県

みちのく銀行

国の予算貸付

地方公共団体金融機構
（金融公庫含む）

簡易生命保険資金

郵便貯金資金

財政融資資金

100.0

0.1

19.9

1.6

12.0

3.2

6.3

56.9

2,542,928

1,449

505,630

41,599

305,052

80,557

160,822

1,447,819

金 額 構成比

診療所特別会計

千円

借

入

先

政
府
資
金

会 計 区 分

33,591

43,547

30,801

0

111,777
186,970

245,107

137,496

231,100

135,735
425,469
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住
居
手
当

応募認定・定年
27.025月分
36.57月分
52.44月分
52.44月分

応募認定・定年
27.025月分
36.57月分
52.44月分
52.44月分

区 分

25年度

　住民基本
　台帳人口
（25.３.31現在）

歳 出 額
　 Ａ

人 件 費
　 Ｂ

人件費率
　Ｂ／Ａ

実質収支

2,852 2,904,106 183,625 533,397 18.4
千円 千円 千円 ％人

一　般　行　政　職
平均給料月額 平 均 年 齢
295,222円 42.5歳

区 分
経　　験　　年　　数　　（経験年数であることに注意すること）

大学卒
高校卒

初任給

172,200
140,100

172,200
－

178,800
－

183,580
164,300

192,200
－

213,600
－

244,400
224,950

306,550
281,617

－
288,050

366,150
297,400

１年未満 １年以上２年未満
２年以上
３年未満

３年以上
５年未満

７年以上
10年未満

10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

25年以上
30年未満

361,944
－

30年以上
35年未満

－
393,392

35年以上

区　分

職員数（人）
構 成 比

区　分 新　　　　 郷　 　　　村 国

６　級

5 60

参　　事標準的な
職務内容

13

１　級

主　　事

21.7%

３　級

11

主　　幹

18.3%

４　級

総括主幹

21.7% 100.0%

２　級

主　　査

10
16.7%

５　級

813

副参事等

13.3% 8.3%

計

期末手当

勤勉手当

退職手当

（支給割合）
　　　　　　　　　期末手当　　勤勉手当
　６月期　　　　　1.175月分　  0.675月分
　12月期　　　　　1.325月分　  0.675月分
　　計　　　　　　　2.5月分　  1.35月分

　職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

（支給割合）
　　　　　　　　　期末手当　　勤勉手当
　６月期　　　　　1.225月分　  0.675月分
　12月期　　　　　1.375月分　  0.675月分
　　計　　　　　　　2.6月分　  1.35月分

　職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

（支　給　率）

　勤続20年
　勤続25年
　勤続35年
　最高限度額

　その他の加算措置
　　定年前早期退職特例措置　　（２～45％加算）

自己都合
21.62月分
30.82月分
43.70月分
52.44月分

自己都合
21.62月分
30.82月分
43.70月分
52.44月分

（支　給　率）

　勤続20年
　勤続25年
　勤続35年
　最高限度額

　その他の加算措置
　　定年前早期退職特例措置　　（２～45％加算）

給与費総額　302,879千円

給　料
207,005千円
給　料
207,005千円

　期　末 ● 勤勉手当　71,926千円

その他の職員手当　23,948千円

新郷村職員の給与等のあらまし新郷村職員の給与等のあらまし
地方公務員給与の適正化を目的とした国の指導に基づく
村職員の給与等について、そのあらましをお知らせします。
地方公務員給与の適正化を目的とした国の指導に基づく
村職員の給与等について、そのあらましをお知らせします。

1．人件費の状況（普通会計）　※地方財政状況調査より 2．職員給与費の状況（普通会計の25年度決算）

3．職員の平均月額及び平均年齢の状況（平成26年４月１日現在）

5．一般行政職の級別職員数の状況（平成26年４月１日現在）

6．職員手当の状況（平成26年４月１日現在）

4．一般行政職員の初任給及び学歴別平均給料月額 （平成26年４月１日現在）

※地方財政状況調査より

時
間
外
手
当

（
普
通
会
計
）

区
分

通
勤
手
当

扶
　
　
養
　
　
手
　
　
当

内　　　　容 国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

配　偶　者

配
偶
者
以
外

13,000円

6,500円

11,000円

１人につき
5,000円加算

１人につき
6,500円

１
　
人
　
目 配偶者無し

配偶者有り

２人目以上

満16歳の年度初めから
満22歳の年度末までの子

借　家（借間）　限度額　27,000円

交通機関等利用者　限度額　45,000円
交通用具利用者　限度額　24,500円

同 ̶

同 ̶

同 ̶

区 分

村 長

副村長

議 長

副議長

議 員

給　　料
（報酬月額）
763,000円

604,000円

教育長 556,000円

283,000円

240,000円

225,000円

期 末 手 当

特別職

（支給割合）

６月期 1.35月分

12月期 1.5月分

　　計 2.85月分

加算措置　 有

議　員

（支給割合）

６月期 1.35月分

12月期 1.5月分

　　計 2.85月分

加算措置　 有

（注）１．職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時又は
　　　　非常勤職員を除いています。
　　　２．平成26年からは再任用職員が含まれています。

①

②

区　　　　分 職　員　数（人） 対前年
増減数

一
般
行
政
部
門

特
別
行
政
部
門

公
営
企
業
等
会
計
部
門

普　通　会　計

議　　　会
19
4
9
2
0
8
5
4
53
6
0
6
59
6
1
0
1
6
14
73

2
19
4
9
2
0
8
4
4
52
6
0
6
58
7
1
0
1
6
15
73

2
平成24年 平成25年

18
4
9
2
0
8
3
4
50
6
0
6
56
8
1
0
1
7
17
73

2
平成26年

△　1

△　1

△　2

△　2
　　1

　　2
　　1

総　　　務
税　　　務
民　　　生
衛　　　生
労　　　働
農 林 水 産
商　　　工
土　　　木
小　　　計

病　　　院
水　　　道
交　　　通
下　水　道
そ　の　他
小　　　計

教　　　育
消　　　防
小　　　計

合　　　　　　計

平成24年度支給総額 8,357千円

8,103千円平成25年度支給総額

7．特別職の報酬等の状況（平成26年４月１日現在）

8．部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

　（平成26年４月１日現在）

単位：円
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住
居
手
当

応募認定・定年
27.025月分
36.57月分
52.44月分
52.44月分

応募認定・定年
27.025月分
36.57月分
52.44月分
52.44月分

区 分

25年度

　住民基本
　台帳人口
（25.３.31現在）

歳 出 額
　 Ａ

人 件 費
　 Ｂ

人件費率
　Ｂ／Ａ

実質収支

2,852 2,904,106 183,625 533,397 18.4
千円 千円 千円 ％人

一　般　行　政　職
平均給料月額 平 均 年 齢
295,222円 42.5歳

区 分
経　　験　　年　　数　　（経験年数であることに注意すること）

大学卒
高校卒

初任給

172,200
140,100

172,200
－

178,800
－

183,580
164,300

192,200
－

213,600
－

244,400
224,950

306,550
281,617

－
288,050

366,150
297,400

１年未満 １年以上２年未満
２年以上
３年未満

３年以上
５年未満

７年以上
10年未満

10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

25年以上
30年未満

361,944
－

30年以上
35年未満

－
393,392

35年以上

区　分

職員数（人）
構 成 比

区　分 新　　　　 郷　 　　　村 国

６　級

5 60

参　　事標準的な
職務内容

13

１　級

主　　事

21.7%

３　級

11

主　　幹

18.3%

４　級

総括主幹

21.7% 100.0%

２　級

主　　査

10
16.7%

５　級

813

副参事等

13.3% 8.3%

計

期末手当

勤勉手当

退職手当

（支給割合）
　　　　　　　　　期末手当　　勤勉手当
　６月期　　　　　1.175月分　  0.675月分
　12月期　　　　　1.325月分　  0.675月分
　　計　　　　　　　2.5月分　  1.35月分

　職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

（支給割合）
　　　　　　　　　期末手当　　勤勉手当
　６月期　　　　　1.225月分　  0.675月分
　12月期　　　　　1.375月分　  0.675月分
　　計　　　　　　　2.6月分　  1.35月分

　職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

（支　給　率）

　勤続20年
　勤続25年
　勤続35年
　最高限度額

　その他の加算措置
　　定年前早期退職特例措置　　（２～45％加算）

自己都合
21.62月分
30.82月分
43.70月分
52.44月分

自己都合
21.62月分
30.82月分
43.70月分
52.44月分

（支　給　率）

　勤続20年
　勤続25年
　勤続35年
　最高限度額

　その他の加算措置
　　定年前早期退職特例措置　　（２～45％加算）

給与費総額　302,879千円

給　料
207,005千円
給　料
207,005千円

　期　末 ● 勤勉手当　71,926千円

その他の職員手当　23,948千円

新郷村職員の給与等のあらまし新郷村職員の給与等のあらまし
地方公務員給与の適正化を目的とした国の指導に基づく
村職員の給与等について、そのあらましをお知らせします。
地方公務員給与の適正化を目的とした国の指導に基づく
村職員の給与等について、そのあらましをお知らせします。

1．人件費の状況（普通会計）　※地方財政状況調査より 2．職員給与費の状況（普通会計の25年度決算）

3．職員の平均月額及び平均年齢の状況（平成26年４月１日現在）

5．一般行政職の級別職員数の状況（平成26年４月１日現在）

6．職員手当の状況（平成26年４月１日現在）

4．一般行政職員の初任給及び学歴別平均給料月額 （平成26年４月１日現在）

※地方財政状況調査より

時
間
外
手
当

（
普
通
会
計
）

区
分

通
勤
手
当

扶
　
　
養
　
　
手
　
　
当

内　　　　容 国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

配　偶　者

配
偶
者
以
外

13,000円

6,500円

11,000円

１人につき
5,000円加算

１人につき
6,500円

１
　
人
　
目 配偶者無し

配偶者有り

２人目以上

満16歳の年度初めから
満22歳の年度末までの子

借　家（借間）　限度額　27,000円

交通機関等利用者　限度額　45,000円
交通用具利用者　限度額　24,500円

同 ̶

同 ̶

同 ̶

区 分

村 長

副村長

議 長

副議長

議 員

給　　料
（報酬月額）
763,000円

604,000円

教育長 556,000円

283,000円

240,000円

225,000円

期 末 手 当

特別職

（支給割合）

６月期 1.35月分

12月期 1.5月分

　　計 2.85月分

加算措置　 有

議　員

（支給割合）

６月期 1.35月分

12月期 1.5月分

　　計 2.85月分

加算措置　 有

（注）１．職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時又は
　　　　非常勤職員を除いています。
　　　２．平成26年からは再任用職員が含まれています。

①

②

区　　　　分 職　員　数（人） 対前年
増減数

一
般
行
政
部
門

特
別
行
政
部
門

公
営
企
業
等
会
計
部
門

普　通　会　計

議　　　会
19
4
9
2
0
8
5
4
53
6
0
6
59
6
1
0
1
6
14
73

2
19
4
9
2
0
8
4
4
52
6
0
6
58
7
1
0
1
6
15
73

2
平成24年 平成25年

18
4
9
2
0
8
3
4
50
6
0
6
56
8
1
0
1
7
17
73

2
平成26年

△　1

△　1

△　2

△　2
　　1

　　2
　　1

総　　　務
税　　　務
民　　　生
衛　　　生
労　　　働
農 林 水 産
商　　　工
土　　　木
小　　　計

病　　　院
水　　　道
交　　　通
下　水　道
そ　の　他
小　　　計

教　　　育
消　　　防
小　　　計

合　　　　　　計

平成24年度支給総額 8,357千円

8,103千円平成25年度支給総額

7．特別職の報酬等の状況（平成26年４月１日現在）

8．部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

　（平成26年４月１日現在）

単位：円
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福山　修君
（戸来小４年）

川𠩤  正榮さん
（７８歳 扇ノ沢）

「
消
火
器
取
扱
訓
練
に
参
加
」

 

消
火
器
は
軽
か
っ
た
で
す
。み
ん

な
で
協
力
し
て
、な
る
べ
く
火
を

消
す
と
こ
ろ
が
よ
か
っ
た
で
す
。

　昔
は
消
防
団
を
応
援
す
る
「
消

防
応
援
隊
」と
い
う
の
が
あ
り
、私

は
20
年
間
そ
の
役
目
を
引
き
受
け

ま
し
た
。夜
中
の
12
時
に
応
援
隊
５

人
く
ら
い
で
各
家
の
炉
を
見
て
回

り
、火
の
始
末
を
し
て
い
る
か
確
認

し
た
も
の
で
す
。

　今
日
は
消
火
栓
使
用
訓
練
に
参

加
し
ま
し
た
が
、こ
う
い
う
訓
練
は

や
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　10
月
26
日
、
新
郷
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
主
会
場
に「
新
郷
村
総

合
防
災
訓
練
」が
実
施
さ
れ
、
住

民
ら
約
２
９
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　10
月
26
日
、
山
岸
は
つ
さ
ん
が

１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
須

藤
村
長
か
ら
顕
彰
状
な
ど
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　は
つ
さ
ん
は
、「
人
に
迷
惑
を
か

け
た
く
な
い
」と
、
現
在
も
自
宅
で

長
男
と
暮
ら
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　教
育
熱
心
な
両
親
に
育
て
ら
れ

た
は
つ
さ
ん
は
達
筆
で
、
遠
方
に

い
る
子
ど
も
た
ち
へ
自
筆
で
手
紙

を
書
い
て
送
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　こ
の
日
、
親
族
20
人
ほ
ど
が
自

宅
に
集
合
し
、
は
つ
さ
ん
の
１
０
０

歳
の
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

　本
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
、
34
年
も

の
長
き
に
わ
た
り
利
用
者
の
お
世

話
し
て
い
る
小
坂
邦
子
さ
ん（
61

歳

　小
坂
）が
、
秋
の
褒
章
で
黄

綬
褒
章
を
受
章
し
、
11
月
11
日
、

皇
居
で
陛
下
に
拝
謁
し
ま
し
た
。

　小
坂
さ
ん
が
ヘ
ル
パ
ー
に
な
っ

た
１
年
目
の
昭
和
55
年
当
時
は
、

役
場
か
ら
利
用
者
の
い
る
地
域
ま

で
徒
歩
で
通
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　小
坂
さ
ん
は
、「
後
継
者
を
早
く

見
つ
け
て
、
自
分
の
経
験
を
少
し

で
も
伝
授
し
た
い
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　10
月
27
日
か
ら
10
日
間
に
わ
た

り
生
活
支
援
対
策
事
業
が
行
わ
れ
、

住
民
68
人（
男
性
29
人
、
女
性
39

人
）が
４
地
区
に
分
か
れ
、
村
内

の
公
共
施
設
周
辺
の
草
取
り
や
村

道
の
側
溝
清
掃
作
業
な
ど
に
従
事

し
ま
し
た
。

　初
日
に
役
場
前
で
行
わ
れ
た
出

発
式
で
は
、
戸
来
地
区
と
小
坂
地

区
の
住
民
を
前
に
、
須
藤
村
長
が

「
ケ
ガ
の
な
い
よ
う
無
理
せ
ず
に

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ

つ
。　日

に
よ
っ
て
、
小
春
び
よ
り
の

日
も
あ
れ
ば
木
枯
ら
し
の
日
も
あ

り
ま
し
た
が
、
事
故
も
な
く
作
業

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
住
民
も

村
側
も
安
堵
し
ま
し
た
。

　平
成
26
年
交
通
安
全
青
森
県
民

大
会
が
11
月
７
日
、
青
森
市
で
開

催
さ
れ
、
本
村
か
ら
５
個
人
、
１

事
業
所
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

         

　
　
　（
敬
称
略
）

★
五
戸
地
区
交
通
安
全
協
会

管
区
局
長
賞（
功
労
者
）

佐

　藤

　
　
　哲

緑
十
字
銅
賞（
優
良
運
転
者
）

岡

　田

　寿

　夫

本
部
長
賞（
功
労
者
）

横

　沢

　幸

　治

本
部
長
賞（
一
級
精
勤
章
）

髙　

橋

　一

　男

★
五
戸
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協
会

管
区
局
長
賞（
功
労
者
）

平

　葭

　雄

　市

本
部
長
賞（
優
良
事
業
所
）

新
郷
村
役
場

　こ
の
日
の
訓
練
は
、
震
度
６
強

の
地
震
が
発
生
し
、
村
内
に
お
い

て
家
屋
の
倒
壊
や
火
災
等
の
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で

実
施
。

　開
会
式
で
は
、
現
地
災
害
対
策

本
部
長
の
須
藤
村
長
が
あ
い
さ
つ
。

し
ん
ご
う
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
が
ミ
ニ
ポ
ン
プ
車
操
法
を
披
露

後
、
現
地
災
害
対
策
本
部
設
置
運

営
訓
練
が
行
わ
れ
、
畠
山
消
防
団

長
ら
が
指
揮
を
と
り
ま
し
た
。

　倒
壊
家
屋
か
ら
の
検
索
救
助
で

は
、
村
建
設
業
協
会
が
重
機
を
使

っ
て
土
砂
を
撤
去
、
そ
の
あ
と
を

住
民
が
ス
コ
ッ
プ
な
ど
で
掘
り
起

こ
す
連
携
作
業
を
し
、
家
人
を
救

出
す
る
訓
練
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

田
中
女
性
消
防
ク
ラ
ブ
と
戸
来
小

学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
な
ど
が
バ
ケ

ツ
リ
レ
ー
を
し
、
初
期
消
火
活
動

を
実
践
し
ま
し
た
。

　総
合
防
災
訓
練
を
初
め
て
見
た

と
い
う
70
代
の
女
性
は
、「
こ
の
訓

練
を
み
ん
な
に
見
せ
た
か
っ
た
。

見
る
べ
き
だ
っ
た
」と
話
し
て
お

り
、
防
災
意
識
の
向
上
が
図
ら
れ

た
よ
う
で
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て

　
　
　
34
年
間
業
務
に
精
励

住
民
68
人
が
除
草
作
業
や
側
溝
清
掃
作
業
に
従
事

住
民
68
人
が
除
草
作
業
や
側
溝
清
掃
作
業
に
従
事
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福山　修君
（戸来小４年）

川𠩤  正榮さん
（７８歳 扇ノ沢）

「
消
火
器
取
扱
訓
練
に
参
加
」

 

消
火
器
は
軽
か
っ
た
で
す
。み
ん

な
で
協
力
し
て
、な
る
べ
く
火
を

消
す
と
こ
ろ
が
よ
か
っ
た
で
す
。

　昔
は
消
防
団
を
応
援
す
る
「
消

防
応
援
隊
」と
い
う
の
が
あ
り
、私

は
20
年
間
そ
の
役
目
を
引
き
受
け

ま
し
た
。夜
中
の
12
時
に
応
援
隊
５

人
く
ら
い
で
各
家
の
炉
を
見
て
回

り
、火
の
始
末
を
し
て
い
る
か
確
認

し
た
も
の
で
す
。

　今
日
は
消
火
栓
使
用
訓
練
に
参

加
し
ま
し
た
が
、こ
う
い
う
訓
練
は

や
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　10
月
26
日
、
新
郷
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
主
会
場
に「
新
郷
村
総

合
防
災
訓
練
」が
実
施
さ
れ
、
住

民
ら
約
２
９
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　10
月
26
日
、
山
岸
は
つ
さ
ん
が

１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
須

藤
村
長
か
ら
顕
彰
状
な
ど
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　は
つ
さ
ん
は
、「
人
に
迷
惑
を
か

け
た
く
な
い
」と
、
現
在
も
自
宅
で

長
男
と
暮
ら
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　教
育
熱
心
な
両
親
に
育
て
ら
れ

た
は
つ
さ
ん
は
達
筆
で
、
遠
方
に

い
る
子
ど
も
た
ち
へ
自
筆
で
手
紙

を
書
い
て
送
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　こ
の
日
、
親
族
20
人
ほ
ど
が
自

宅
に
集
合
し
、
は
つ
さ
ん
の
１
０
０

歳
の
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

　本
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
、
34
年
も

の
長
き
に
わ
た
り
利
用
者
の
お
世

話
し
て
い
る
小
坂
邦
子
さ
ん（
61

歳

　小
坂
）が
、
秋
の
褒
章
で
黄

綬
褒
章
を
受
章
し
、
11
月
11
日
、

皇
居
で
陛
下
に
拝
謁
し
ま
し
た
。

　小
坂
さ
ん
が
ヘ
ル
パ
ー
に
な
っ

た
１
年
目
の
昭
和
55
年
当
時
は
、

役
場
か
ら
利
用
者
の
い
る
地
域
ま

で
徒
歩
で
通
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　小
坂
さ
ん
は
、「
後
継
者
を
早
く

見
つ
け
て
、
自
分
の
経
験
を
少
し

で
も
伝
授
し
た
い
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　10
月
27
日
か
ら
10
日
間
に
わ
た

り
生
活
支
援
対
策
事
業
が
行
わ
れ
、

住
民
68
人（
男
性
29
人
、
女
性
39

人
）が
４
地
区
に
分
か
れ
、
村
内

の
公
共
施
設
周
辺
の
草
取
り
や
村

道
の
側
溝
清
掃
作
業
な
ど
に
従
事

し
ま
し
た
。

　初
日
に
役
場
前
で
行
わ
れ
た
出

発
式
で
は
、
戸
来
地
区
と
小
坂
地

区
の
住
民
を
前
に
、
須
藤
村
長
が

「
ケ
ガ
の
な
い
よ
う
無
理
せ
ず
に

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ

つ
。　日

に
よ
っ
て
、
小
春
び
よ
り
の

日
も
あ
れ
ば
木
枯
ら
し
の
日
も
あ

り
ま
し
た
が
、
事
故
も
な
く
作
業

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
住
民
も

村
側
も
安
堵
し
ま
し
た
。

　平
成
26
年
交
通
安
全
青
森
県
民

大
会
が
11
月
７
日
、
青
森
市
で
開

催
さ
れ
、
本
村
か
ら
５
個
人
、
１

事
業
所
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

         

　
　
　（
敬
称
略
）

★
五
戸
地
区
交
通
安
全
協
会

管
区
局
長
賞（
功
労
者
）

佐

　藤

　
　
　哲

緑
十
字
銅
賞（
優
良
運
転
者
）

岡

　田

　寿

　夫

本
部
長
賞（
功
労
者
）

横

　沢

　幸

　治

本
部
長
賞（
一
級
精
勤
章
）

髙　

橋

　一

　男

★
五
戸
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協
会

管
区
局
長
賞（
功
労
者
）

平

　葭

　雄

　市

本
部
長
賞（
優
良
事
業
所
）

新
郷
村
役
場

　こ
の
日
の
訓
練
は
、
震
度
６
強

の
地
震
が
発
生
し
、
村
内
に
お
い

て
家
屋
の
倒
壊
や
火
災
等
の
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で

実
施
。

　開
会
式
で
は
、
現
地
災
害
対
策

本
部
長
の
須
藤
村
長
が
あ
い
さ
つ
。

し
ん
ご
う
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
が
ミ
ニ
ポ
ン
プ
車
操
法
を
披
露

後
、
現
地
災
害
対
策
本
部
設
置
運

営
訓
練
が
行
わ
れ
、
畠
山
消
防
団

長
ら
が
指
揮
を
と
り
ま
し
た
。

　倒
壊
家
屋
か
ら
の
検
索
救
助
で

は
、
村
建
設
業
協
会
が
重
機
を
使

っ
て
土
砂
を
撤
去
、
そ
の
あ
と
を

住
民
が
ス
コ
ッ
プ
な
ど
で
掘
り
起

こ
す
連
携
作
業
を
し
、
家
人
を
救

出
す
る
訓
練
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

田
中
女
性
消
防
ク
ラ
ブ
と
戸
来
小

学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
な
ど
が
バ
ケ

ツ
リ
レ
ー
を
し
、
初
期
消
火
活
動

を
実
践
し
ま
し
た
。

　総
合
防
災
訓
練
を
初
め
て
見
た

と
い
う
70
代
の
女
性
は
、「
こ
の
訓

練
を
み
ん
な
に
見
せ
た
か
っ
た
。

見
る
べ
き
だ
っ
た
」と
話
し
て
お

り
、
防
災
意
識
の
向
上
が
図
ら
れ

た
よ
う
で
し
た
。
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新
郷
村
か
ら
五
戸
町
を
巡
り

　
　
　
　
秋
の
実
り
を
堪
能
！

五戸地方農産物品評会の表彰式に出席した入賞者ら（五戸ドームにて）

本村の美郷館で開催された三戸郡町村議会議員研修会で講演をする三村県知事
間木ノ平グリーンパークで、手作りウイン
ナーや郷のきみを炭焼きで楽しむ参加者

西越小と野沢中への通学路で行われた「あいさつ・声かけ促進キャンペーン」

三
戸
郡
町
村
議
会
議
員
研
修
会
開
催
さ
れ
る

新
郷
村
か
ら
五
戸
町
を
巡
り

　
　
　
　
秋
の
実
り
を
堪
能
！

農
業
観
光
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

　村
恒
例
の
文
化
祭
が
11
月
１
日
と
２
日
の
２
日

間
、
美
郷
館
で
開
催
さ
れ
、
保
育
園
や
児
童
生
徒
の

作
品
、
住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
写
真
や
趣
味
の
作
品

な
ど
の
展
示
や
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
行
わ
れ
、
大
勢
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　１
日
目
は
作
品
展
示
の
ほ
か
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
が
ど
よ
う
塾
と
の
共
催

で
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
と
大
人
が
楽
し
み
な
が
ら
作

品
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　２
日
目
は
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
主
に
行
わ
れ
、
ピ
ア

ノ
や
コ
ー
ラ
ス
発
表
、
保
育
園
児
の
遊
戯
、
小
中
学

生
に
よ
る
合
唱
が
披
露
さ
れ
、
来
場
者
か
ら
盛
ん
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
ゲ
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
八
戸
学
院
短
期

大
学
の
学
生
が「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
」や「
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
」を
、
青
森
大
学
の
学
生

が
演
劇
を
公
演
す
る
な
ど
し
、
に
ぎ
や
か
な
音
楽
や

声
で
来
場
者
が
芸
術
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。

しんごう保育園の園児の作品 髙橋勇治さん作　木目込み人形

消防署の展示物前の顔出し看板で
楽しむ子どもたち　　　　　　　 しんごう保育園の園児が手話をしながら合唱を披露 村内の各施設利用者の作品

村内の農家が出品した色鮮やかな花き
生活改善推進協議会料理展
「我が家の自慢料理」

老人クラブ作品展…
手作りのカゴなど　

第17回五戸地方農産物品評会

　五
戸
地
方
振
興
会
主
催
の「
第
17
回
五
戸
地
方
農
産
物
品

評
会
」が
、11
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
３
日
間
、
五
戸
ド

ー
ム
で
開
催
さ
れ
、
最
終
日
の
９
日
、
入
賞
し
た
生
産
者

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
は
昨
年
よ
り
３
名
多
い
14
名
が
入
賞
。
し
か
も
、

一
般
野
菜
と
花
き
の
２
部
門
で
優
等
賞
に
輝
き
、
優
れ
た

成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　内
閣
府
が
定
め
る「
子
ど
も
・

若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」に
あ

わ
せ
、
11
月
４
日
か
ら
県
下
一
斉

に
「
あ
い
さ
つ
・
声
か
け
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」が
４
日
間
に
渡

り
実
施
さ
れ
、
村
内
で
も
こ
の
活

動
に
参
加
し
ま
し
た
。

　各
小
・
中
学
校
の
校
門
前
な
ど

に
は
、
午
前
７
時
過
ぎ
か
ら
地
域

の
防
犯
協
会
員
や
防
犯
指
導
隊
員
、

民
生
委
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
が
集
合

し
、
登
校
す
る
児
童
・
生
徒
と
さ

わ
や
か
な
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、

温
か
い
ま
な
ざ
し
で
見
守
り
ま
し

た
。

　青
森
な
ん
ぶ
広
域
農
業
観
光
活

性
化
協
議
会
な
ど
が
企
画
し
た
農

業
観
光
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
が
10
月

21
日
に
実
施
さ
れ
、
村
外
か
ら
30

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　予
定
さ
れ
て
い
た
本
村
の
原
木

し
い
た
け
の
も
ぎ
取
り
体
験
は
、

天
候
不
順
に
よ
り
で
き
な
か
っ
た

も
の
の
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
で
本

村
産
の
野
菜
や
郷
の
き
み
な
ど
を

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
味
わ
う
な
ど
し

た
参
加
者
は
、「
今
度
は
家
族
で
き

た
い
」と
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て

い
ま
し
た
。

　

　10
月
21
日
、
美
郷
館
で
平
成
26

年
度
三
戸
郡
町
村
議
会
議
員
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、
郡
内
の
議
員
71

名
、
農
林
関
係
職
員
ら
42
名
の
総

勢
１
１
３
名
が
一
堂
に
会
し
ま
し

た
。　研

修
会
で
は
、
須
藤
村
長
の
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
三
村
県

知
事
が「
攻
め
の
農
林
水
産
業
に

つ
い
て
」と
題
し
て
講
演
。
平
成

30
年
度
を
め
ど
に
、
収
益
と
働
く

場
を
生
み
出
す「
産
業
力
強
化
」と

人
口
減
少
社
会
に
対
応
し
た「
地

域
力
強
化
」を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
述
べ
ま
し
た
。

風
張
澄
男
さ
ん
大
根
で
優
等
賞
！

守
野
市
男
さ
ん
輪
菊
で
優
等
賞
！

　
　昨
年
よ
り
３
名
多
い
14
名
が
入
賞
！

「
あ
い
さ
つ
・
声
か
け
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
実
施

第
17
回
五
戸
地
方
農
産
物
品
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新
郷
村
か
ら
五
戸
町
を
巡
り

　
　
　
　
秋
の
実
り
を
堪
能
！

五戸地方農産物品評会の表彰式に出席した入賞者ら（五戸ドームにて）

本村の美郷館で開催された三戸郡町村議会議員研修会で講演をする三村県知事
間木ノ平グリーンパークで、手作りウイン
ナーや郷のきみを炭焼きで楽しむ参加者

西越小と野沢中への通学路で行われた「あいさつ・声かけ促進キャンペーン」

三
戸
郡
町
村
議
会
議
員
研
修
会
開
催
さ
れ
る

新
郷
村
か
ら
五
戸
町
を
巡
り

　
　
　
　
秋
の
実
り
を
堪
能
！

農
業
観
光
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

　村
恒
例
の
文
化
祭
が
11
月
１
日
と
２
日
の
２
日

間
、
美
郷
館
で
開
催
さ
れ
、
保
育
園
や
児
童
生
徒
の

作
品
、
住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
写
真
や
趣
味
の
作
品

な
ど
の
展
示
や
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
行
わ
れ
、
大
勢
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　１
日
目
は
作
品
展
示
の
ほ
か
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
が
ど
よ
う
塾
と
の
共
催

で
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
と
大
人
が
楽
し
み
な
が
ら
作

品
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　２
日
目
は
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
主
に
行
わ
れ
、
ピ
ア

ノ
や
コ
ー
ラ
ス
発
表
、
保
育
園
児
の
遊
戯
、
小
中
学

生
に
よ
る
合
唱
が
披
露
さ
れ
、
来
場
者
か
ら
盛
ん
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
ゲ
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
八
戸
学
院
短
期

大
学
の
学
生
が「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
」や「
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
」を
、
青
森
大
学
の
学
生

が
演
劇
を
公
演
す
る
な
ど
し
、
に
ぎ
や
か
な
音
楽
や

声
で
来
場
者
が
芸
術
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。

しんごう保育園の園児の作品 髙橋勇治さん作　木目込み人形

消防署の展示物前の顔出し看板で
楽しむ子どもたち　　　　　　　 しんごう保育園の園児が手話をしながら合唱を披露 村内の各施設利用者の作品

村内の農家が出品した色鮮やかな花き
生活改善推進協議会料理展
「我が家の自慢料理」

老人クラブ作品展…
手作りのカゴなど　

第17回五戸地方農産物品評会

　五
戸
地
方
振
興
会
主
催
の「
第
17
回
五
戸
地
方
農
産
物
品

評
会
」が
、11
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
３
日
間
、
五
戸
ド

ー
ム
で
開
催
さ
れ
、
最
終
日
の
９
日
、
入
賞
し
た
生
産
者

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
は
昨
年
よ
り
３
名
多
い
14
名
が
入
賞
。
し
か
も
、

一
般
野
菜
と
花
き
の
２
部
門
で
優
等
賞
に
輝
き
、
優
れ
た

成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　内
閣
府
が
定
め
る「
子
ど
も
・

若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」に
あ

わ
せ
、
11
月
４
日
か
ら
県
下
一
斉

に
「
あ
い
さ
つ
・
声
か
け
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」が
４
日
間
に
渡

り
実
施
さ
れ
、
村
内
で
も
こ
の
活

動
に
参
加
し
ま
し
た
。

　各
小
・
中
学
校
の
校
門
前
な
ど

に
は
、
午
前
７
時
過
ぎ
か
ら
地
域

の
防
犯
協
会
員
や
防
犯
指
導
隊
員
、

民
生
委
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
が
集
合

し
、
登
校
す
る
児
童
・
生
徒
と
さ

わ
や
か
な
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、

温
か
い
ま
な
ざ
し
で
見
守
り
ま
し

た
。

　青
森
な
ん
ぶ
広
域
農
業
観
光
活

性
化
協
議
会
な
ど
が
企
画
し
た
農

業
観
光
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
が
10
月

21
日
に
実
施
さ
れ
、
村
外
か
ら
30

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　予
定
さ
れ
て
い
た
本
村
の
原
木

し
い
た
け
の
も
ぎ
取
り
体
験
は
、

天
候
不
順
に
よ
り
で
き
な
か
っ
た

も
の
の
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
で
本

村
産
の
野
菜
や
郷
の
き
み
な
ど
を

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
味
わ
う
な
ど
し

た
参
加
者
は
、「
今
度
は
家
族
で
き

た
い
」と
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て

い
ま
し
た
。

　

　10
月
21
日
、
美
郷
館
で
平
成
26

年
度
三
戸
郡
町
村
議
会
議
員
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、
郡
内
の
議
員
71

名
、
農
林
関
係
職
員
ら
42
名
の
総

勢
１
１
３
名
が
一
堂
に
会
し
ま
し

た
。　研

修
会
で
は
、
須
藤
村
長
の
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
三
村
県

知
事
が「
攻
め
の
農
林
水
産
業
に

つ
い
て
」と
題
し
て
講
演
。
平
成

30
年
度
を
め
ど
に
、
収
益
と
働
く

場
を
生
み
出
す「
産
業
力
強
化
」と

人
口
減
少
社
会
に
対
応
し
た「
地

域
力
強
化
」を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
述
べ
ま
し
た
。
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澄
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３
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雲
仙
や
七
年
過
ぎ
ぬ
里
こ
い
し

福

　士

　香
芽
子

洗
顔
の
水
ひ
ん
や
り
と
空
澄
め
り

工

　藤

　陽

　一

葉
牡
丹
の
狭
庭
を
広
く

見
せ
て
咲
く

鹿

　島

　と

　わ

鉢
花
の
底
の
泥
取
り
冬
支
度

小
笠
原

　つ
ぎ
子

秋
桜
の
色
と
り
ど
り
な

お
だ
や
か
さ

髙

　根

　リ

　サ

稲
刈
や
子
の
打
つ
太
鼓
野
面
ゆ
れ

佐

　藤

　直

　子

病
し
て
栗
ひ
ろ
え
ず
に
時
期

す
ぎ
ぬ

戸

　来

　れ
い
子

思
い
出
の
中
野
も
み
じ
は
今
見
頃

長

　峯

　ユ

　リ

里
山
に
紅
葉
情
報
駆
り
下
り
て

小

　坂

　良

　子

ほ
が
ら
か
に
笑
う
友
き
て

　

芋
を
掘
る

鹿

　島

　惠
美
子

何
も
か
も
日
差
し
の
う
れ
し

秋
日
和

村

　上

　て

　る

文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

税　　率（年額）
②平成27年４月１日
　以後の新規登録車

10,800円
6,900円
5,000円
3,800円
3,900円

①平成27年３月31日
　以前の新規登録車

7,200円
5,500円
4,000円
3,000円
3,100円

車 種 区 分

自家用
営業用
自家用
営業用

乗　用

貨物用

軽三輪

③新 規 登 録 か ら
　13年を経過した車

12,900円
8,200円
6,000円
4,500円
4,600円

軽
四
輪
以
上

税　　率（年額）

平成27年度から平成26年度まで車 種 区 分

2,000円
2,000円
2,400円
3,700円
3,600円
6,000円
据え置き

据え置き

据え置き

1,000円
1,200円
1,600円
2,500円
2,400円
4,000円
1,600円

4,700円

2,400円

50㏄以下
50㏄超90㏄以下
90㏄超125㏄以下
ミニカー
（125㏄超250㏄以下）
（250㏄超）
農耕作業用
その他のもの
（フォークリフトなど）
雪上車

原動機付
自 転 車

軽 二 輪
小型二輪

小型特殊
自 動 車

　
編
集
を
終
え
て

　ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
階
段
を
上
っ

て
い
た
ら
、
つ
ま
ず
き
こ
ぼ
し
て
し

ま
っ
た
。
少
し
だ
か
ら
自
然
に
乾
く

だ
ろ
う
と
放
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
夫

が『
猫
の
オ
シ
ッ
コ
を
踏
ん
で
し
ま
っ

た
！
足
を
洗
っ
て
こ
な
け
れ
ば･･･

片

付
け
て
ほ
し
い
』と
あ
わ
て
て
部
屋
に

入
っ
て
き
た
。「
い
や
い
や
、
そ
れ
は

猫
の
オ
シ
ッ
コ
で
は
な
い
。
私
が
こ

ぼ
し
た
お
茶
だ
」と
正
直
に
打
ち
明
け

れ
ば
い
い
も
の
を
、
笑
い
を
こ
ら
え

て「
し
ょ
う
が
な
い
な
あ
」風
に
装
っ

て
床
を
ふ
い
た
。
翌
日
、
仕
事
か
ら

帰
っ
た
ら
私
の
靴
が
濡
れ
て
い
た
。

愛
猫
の
オ
シ
ッ
コ
だ
っ
た
。

　（Ｅ
）

放送大学４月生募集のお知らせ

地方税法の改正に伴い、平成27年度から軽自動車税の税率が変わります。

＜原動機付自転車等＞
○原動機付自転車・軽二輪・小型二輪
　平成27年度から下記の表のとおり改正されます。（表Ⅰ参照）
○小型特殊自動車・雪上車
　平成26年度の税率のまま据え置きとなります。（表Ⅰ参照）
【表Ⅰ】

＜軽四輪車等＞
①平成27年３月３１日以前の新規登録車
現在の税率から変更はありません。ただし、平成28年度から③に該当する
場合があります。（表Ⅱ参照）
②平成27年４月１日以後の新規登録車
新税率が適用されます。（表Ⅱ参照）
・平成27年４月１日に新規で新車を取得した場合→平成27年度から適用
・平成27年４月２日以降に新規で新車を取得した場合→平成28年度から適用
③新規登録から13年を経過した車
最初の新規登録から13年を経過した車（電気軽自動車等を除く）に対して、平成28年度から
適用されます。（表Ⅱ参照）
【表Ⅱ】

　

問い合わせ先：新郷村役場　税務グループ　ＴＥＬ０１７８－７８－２１１１

軽自動車税の税率が改正されます

　毎年この時期は、夕暮れ時・夜間における高齢者の
事故や、飲酒運転による重大事故の発生が懸念される
ほか、積雪・凍結路面でのスリップ事故が多発する
傾向にあります。
　交通ルールの遵守と交通マナーの実践について再確
認し、県民総ぐるみで交通事故の防止に努めましょう。

平成26年12月11日（木）から12月20日（土）
までの10日間
１　高齢者の交通事故防止
２　飲酒運転の根絶
３　冬道の安全運転の推進
４　踏切事故の防止

県民総ぐるみで交通事故を防止しましょう

お知らせ

　放送大学では、平成27年度第１学期（４月入学）の学生
を募集しています。放送大学はテレビ等の放送やイン
ターネットを利用して授業を行う通信制の大学です。心
理学・福祉・経済・歴史・文学・情報・自然科学など、
幅広い分野を学べます。出願期間は平成27年３月20日ま
で。資料を無料で差し上げています。お気軽に放送大学
青森学習センター（℡ 0172－38－0500）または八戸サテラ
イトスペース（℡ 0178－70－1663）までご請求ください。
放送大学ホームページでも受け付けております。

　東北財務局青森財務事務所では、多重債務相談窓口
を設置しております。相談員が借金の状況等をお伺い
し、必要に応じて、弁護士等の専門機関に引継ぎを
行います。相談は秘密厳守・無料です。お気軽にご相
談ください。
【ＴＥＬ】０１７－７７４－６４８８
【場所】青森市新町２－４－25　青森合同庁舎３階
　　　青森財務事務所
【受付】月～金（祝日・年末年始除く）
　　　８時30分～12時、13時～16時30分

「多重債務相談窓口」のご案内

　平成26年５月末に配布しました『無料クーポン券』
をまだ利用していない方は、早期に利用してください
ますようお願い致します。
（検診無料クーポン券対象者）
　平成25年４月２日から平成26年４月１日までの間に、
次の年齢になった方が無料クーポン券による検診の
対象者です。
◎子宮頸がん無料検診：20歳になった女性
◎乳　が　ん無料検診：40歳になった女性
◎大 腸 が ん無料検診：40歳・45歳・50歳・55歳・60歳
　　　　　　　　　　　になった男性・女性
（受診期間）
子宮頸がん・乳がん検診：平成27年２月末まで
大腸がん検診：平成26年12月10日・11日・12日、
　　　　　　　平成27年１月13日・14日
※クーポン券利用方法等、詳しくは５月末に配布した
お知らせをご覧ください。

※大腸がん検診を希望される方は、下記担当へご連絡
ください。

【問い合わせ先】役場厚生グループ（新郷村総合福祉
　　　　　　　センター内）がん検診担当まで
　　　　　　　℡ 61－7555

『検診無料クーポン券』を利用してぜひ検診を受けましょう！

冬の交通安全県民運動

しょうぼう情報
◆◆◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆◆◆

石油ストーブなどの暖房器具取扱い上の注意事項

　寒い時季を迎え、これから暖房器具を使う機会が
多くなります。火事を出さないよう、暖房器具やその
周囲を点検し、火の取扱いには十分注意しましょう。

１．衣類など、燃えやすいものを近づけることは危険！
◇ストーブの上方で洗濯物を乾かすと、落下し火事になるの
でやめましょう。
◇ストーブの近くに燃えやすいものを置かないようにしましょう。
◇カーテンなどがストーブに接触しないようにしましょう。
◇スプレー缶などを温風が当たる場所に放置したり、ストー
ブの上に置きっぱなしにしたりすると、缶が膨張し破裂す
る恐れがあるのでやめましょう。

２．石油ストーブに給油する時は完全に火を消してから！
◇給油するときには必ず消火し、火が完全に
消えたのを確認してから行いましょう。
◇カートリッジタンク式のものは、給油後、キャップ
は確実に閉め、漏れがないことを確認しましょう。

３．薪ストーブの灰に注意！
◇取り灰やおき火は不用意に放置せず、不燃容器に入れ、水を
かけて完全に消火しましょう。
◇薪や紙などの燃えやすいものは、ストーブの近くに置かな
いようにしましょう。

☆消防に関する問い合わせは五戸消防署西分遣所まで（℡ 78－2119）

政治家の寄附は禁止、有権者が
求めることも禁止されています
　年末年始は何かと贈り物やお祝い事をする機会の多いシーズ
ンですが、政治家が選挙区内の人に、お金や物を贈ることは
公職選挙法で禁止されています。また、有権者が政治家に寄附
や贈り物を求めることも禁止されています。

運動の
期間

運動の
重点

青 森 県
反 射 材
大 作 戦
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税　　率（年額）
②平成27年４月１日
　以後の新規登録車

10,800円
6,900円
5,000円
3,800円
3,900円

①平成27年３月31日
　以前の新規登録車

7,200円
5,500円
4,000円
3,000円
3,100円

車 種 区 分

自家用
営業用
自家用
営業用

乗　用

貨物用

軽三輪

③新 規 登 録 か ら
　13年を経過した車

12,900円
8,200円
6,000円
4,500円
4,600円

軽
四
輪
以
上

税　　率（年額）

平成27年度から平成26年度まで車 種 区 分

2,000円
2,000円
2,400円
3,700円
3,600円
6,000円
据え置き

据え置き

据え置き

1,000円
1,200円
1,600円
2,500円
2,400円
4,000円
1,600円

4,700円

2,400円

50㏄以下
50㏄超90㏄以下
90㏄超125㏄以下
ミニカー
（125㏄超250㏄以下）
（250㏄超）
農耕作業用
その他のもの
（フォークリフトなど）
雪上車

原動機付
自 転 車

軽 二 輪
小型二輪

小型特殊
自 動 車
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。
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放送大学４月生募集のお知らせ

地方税法の改正に伴い、平成27年度から軽自動車税の税率が変わります。

＜原動機付自転車等＞
○原動機付自転車・軽二輪・小型二輪
　平成27年度から下記の表のとおり改正されます。（表Ⅰ参照）
○小型特殊自動車・雪上車
　平成26年度の税率のまま据え置きとなります。（表Ⅰ参照）
【表Ⅰ】

＜軽四輪車等＞
①平成27年３月３１日以前の新規登録車
現在の税率から変更はありません。ただし、平成28年度から③に該当する
場合があります。（表Ⅱ参照）

②平成27年４月１日以後の新規登録車
新税率が適用されます。（表Ⅱ参照）
・平成27年４月１日に新規で新車を取得した場合→平成27年度から適用
・平成27年４月２日以降に新規で新車を取得した場合→平成28年度から適用

③新規登録から13年を経過した車
最初の新規登録から13年を経過した車（電気軽自動車等を除く）に対して、平成28年度から
適用されます。（表Ⅱ参照）
【表Ⅱ】

　

問い合わせ先：新郷村役場　税務グループ　ＴＥＬ０１７８－７８－２１１１

軽自動車税の税率が改正されます

　毎年この時期は、夕暮れ時・夜間における高齢者の
事故や、飲酒運転による重大事故の発生が懸念される
ほか、積雪・凍結路面でのスリップ事故が多発する
傾向にあります。
　交通ルールの遵守と交通マナーの実践について再確
認し、県民総ぐるみで交通事故の防止に努めましょう。

平成26年12月11日（木）から12月20日（土）
までの10日間
１　高齢者の交通事故防止
２　飲酒運転の根絶
３　冬道の安全運転の推進
４　踏切事故の防止

県民総ぐるみで交通事故を防止しましょう

お知らせ

　放送大学では、平成27年度第１学期（４月入学）の学生
を募集しています。放送大学はテレビ等の放送やイン
ターネットを利用して授業を行う通信制の大学です。心
理学・福祉・経済・歴史・文学・情報・自然科学など、
幅広い分野を学べます。出願期間は平成27年３月20日ま
で。資料を無料で差し上げています。お気軽に放送大学
青森学習センター（℡ 0172－38－0500）または八戸サテラ
イトスペース（℡ 0178－70－1663）までご請求ください。
放送大学ホームページでも受け付けております。

　東北財務局青森財務事務所では、多重債務相談窓口
を設置しております。相談員が借金の状況等をお伺い
し、必要に応じて、弁護士等の専門機関に引継ぎを
行います。相談は秘密厳守・無料です。お気軽にご相
談ください。
【ＴＥＬ】０１７－７７４－６４８８
【場所】青森市新町２－４－25　青森合同庁舎３階
　　　青森財務事務所
【受付】月～金（祝日・年末年始除く）
　　　８時30分～12時、13時～16時30分

「多重債務相談窓口」のご案内

　平成26年５月末に配布しました『無料クーポン券』
をまだ利用していない方は、早期に利用してください
ますようお願い致します。
（検診無料クーポン券対象者）
　平成25年４月２日から平成26年４月１日までの間に、
次の年齢になった方が無料クーポン券による検診の
対象者です。
◎子宮頸がん無料検診：20歳になった女性
◎乳　が　ん無料検診：40歳になった女性
◎大 腸 が ん無料検診：40歳・45歳・50歳・55歳・60歳
　　　　　　　　　　　になった男性・女性
（受診期間）
子宮頸がん・乳がん検診：平成27年２月末まで
大腸がん検診：平成26年12月10日・11日・12日、
　　　　　　　平成27年１月13日・14日
※クーポン券利用方法等、詳しくは５月末に配布した
お知らせをご覧ください。
※大腸がん検診を希望される方は、下記担当へご連絡
ください。

【問い合わせ先】役場厚生グループ（新郷村総合福祉
　　　　　　　センター内）がん検診担当まで
　　　　　　　℡ 61－7555

『検診無料クーポン券』を利用してぜひ検診を受けましょう！

冬の交通安全県民運動

しょうぼう情報
◆◆◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆◆◆

石油ストーブなどの暖房器具取扱い上の注意事項

　寒い時季を迎え、これから暖房器具を使う機会が
多くなります。火事を出さないよう、暖房器具やその
周囲を点検し、火の取扱いには十分注意しましょう。

１．衣類など、燃えやすいものを近づけることは危険！
◇ストーブの上方で洗濯物を乾かすと、落下し火事になるの
でやめましょう。
◇ストーブの近くに燃えやすいものを置かないようにしましょう。
◇カーテンなどがストーブに接触しないようにしましょう。
◇スプレー缶などを温風が当たる場所に放置したり、ストー
ブの上に置きっぱなしにしたりすると、缶が膨張し破裂す
る恐れがあるのでやめましょう。

２．石油ストーブに給油する時は完全に火を消してから！
◇給油するときには必ず消火し、火が完全に
消えたのを確認してから行いましょう。
◇カートリッジタンク式のものは、給油後、キャップ
は確実に閉め、漏れがないことを確認しましょう。

３．薪ストーブの灰に注意！
◇取り灰やおき火は不用意に放置せず、不燃容器に入れ、水を
かけて完全に消火しましょう。
◇薪や紙などの燃えやすいものは、ストーブの近くに置かな
いようにしましょう。

☆消防に関する問い合わせは五戸消防署西分遣所まで（℡ 78－2119）

政治家の寄附は禁止、有権者が
求めることも禁止されています
　年末年始は何かと贈り物やお祝い事をする機会の多いシーズ
ンですが、政治家が選挙区内の人に、お金や物を贈ることは
公職選挙法で禁止されています。また、有権者が政治家に寄附
や贈り物を求めることも禁止されています。

運動の
期間

運動の
重点

青森県
反射材
大作戦
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ママとパパとおもちゃやさんに
行ったよ。大好きなトミカが
たくさんあったよ。緑のトミカ
かっこよかったなぁ。とっても
楽しかった。

田沢　翼輝くん（うめ組）
お父さんとお買物に行ったよ。
かわいいリボンをつけてバック
を持って行ったよ。いっぱいおも
ちゃが売っていて楽しかった。

佐藤　愛珠さん（うめ組）
つば きた ざわ みえさ とう

10月
26日
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しわす
December

12月
師 走

福　山　弓佳璃ちゃん
Ｈ25・11・７生
（地区）戸来
（パパ）重義
（ママ）ジェシカ
パパとママのねがい
（パパ）いつまでも元気で、大きくなってください。
（ママ）Hope all of your dream come true.

We wish you all the best in the world.
We love you！！！

人の動き
男　1,334人（－２人）
女　1,427人（－６人）
計　2,761人（－８人）
世帯数942世帯（－２世帯）
（平成26年11月１日現在）

むらのガイド

平成26年

ターコイズ（土耳古玉）
̶ 成功・大成 ̶誕 生 石

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

村民相談日　毎週月・木曜日　午前９時〜午後４時まで（場所：山村開発センター　祝祭日の場合は曜日変更あり）

２０１４年１２月
行　　事　　等 備　　　考

山村開発センター　２階　相談室
美郷館

美郷館

総合福祉センター

総合福祉センター

ふく やま ゆ か り

日 曜
国民健康保険税第３期納期限
新郷温泉館休館日１ 月

特定健診（～５日）　不用犬引取日３ 水
生涯学習・社会教育講演会②４ 木 「防災・減災と自助・共助」
資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日
第63回人権週間・特設人権相談所５ 金

しんごうホワイトイルミネーション点灯（～Ｈ27.1.15まで）
しんごうX’masフェスタ2014７ 日

新郷温泉館休館日８ 月 こころの健康づくり教室
資源ごみ（缶・新聞等５品目）収集日12 金 冬の交通安全県民運動（～20日）
新郷温泉館休館日15 月
特定健診（～19日）　交通安全祈願祭17 水
母と子の栄養教室・乳幼児健康相談18 木
資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日19 金
冬至　２学期終業式
新郷温泉館休館日22 月

天皇誕生日23 火
特定健診（～26日）　クリスマス・イブ24 水
クリスマス
固定資産税第４期納期限25 木
村・県民税第４期納期限
官庁仕事納め　燃えないごみ収集日26 金
大みそか31 水

みんなで支える
国民年金

日本年金機構

この広報紙は地産地消・輸送マイレージに配慮した植物油インキを使用しています。
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平成2６年工業統計調査を実施します

　工業統計調査は我が国の工業の実態を
明らかにすることを目的とした統計法に基づ
く報告義務がある重要な統計です。
　調査結果は中小企業施策や地域振興などの
基礎資料として利活用されます。
調査時点は２６年１２月３１日です。
調査票へのご回答をお願いいたします。

経済産業省・都道府県・市区町村


